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「
脳
活
の
輪
」
広
げ
た
い

　
師
走
も
半
ば
。
外
の
寒

さ
を
よ
そ
に
、
会
場
の
黄

金
中
央
会
館
で
は
、
今
年

の
活
動
の
締
め
く
く
り
と

あ
っ
て
、
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
中
に
も
、
札
を
奪
い

合
う
熱
い
闘
い
が
繰
り
広

げ
ら
れ
る
。

　
カ
リ
ン
バ
会
と
い
う
老
人

ク
ラ
ブ
の
「
百
人
一
首
板
か

る
た
」
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て

10
年
。
メ
ン
バ
ー
は
男
性
２

人
、
女
性
５
人
の
７
人
で

平
均
年
齢
82
歳
。
月
２
回

集
ま
り
、
午
後
の
２
時
間

半
活
動
す
る
。

　
１
人
が
読
み
手
と
な

り
、
３
人
１
組
で
２
チ
ー
ム

で
対
戦
。
１
試
合
ご
と
に

１
人
ず
つ
入
れ
替
わ
る
。

集
中
力
と
瞬
発
力
を
高
め

る
脳
ト
レ
に
な
る
と
毎
回

参
加
者
全
員
や
る
気
満
々

だ
。

　
札
が
動
か
ず
同
時
に
近

い
場
合
は
、
ど
ち
ら
の
手

が
下
か
で
勝
負
が
つ
く
。

「
乙
女
の
姿
」
の
札
は
誰

に
も
取
ら
せ
な
い
と
い
う

女
性
メ
ン
バ
ー
と
対
戦
し
た

時
、
僕
の
手
の
上
に
彼
女
の

手
が
。「
憎
た
ら
し
い
！
」

と
パ
チ
ン
と
た
た
か
れ
た
。

爆
笑
が
起
き
る
。

　「
今
年
も
１
年
、
楽
し

か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
休

ま
ず
集
ま
ろ
う
」。
引
き

揚
げ
る
メ
ン
バ
ー
の
声
が
弾

み
、
足
取
り
も
軽
い
。

　
来
年
は
、「
脳
活
の
輪
」

を
広
げ
た
い
も
の
だ
。

小
山
　
忠
弘
さ
ん
（
85

歳
・
無
職
）
＝
恵
庭
市

　
「
巧
言
令
色
す
く
な
し

仁
」
―
。
う
わ
べ
だ
け
愛

想
の
い
い
人
は
誠
実
さ
に
欠

け
る
と
い
う
意
味
だ
。

　

4
年
前
の
１
月
ご
ろ
。

市
電
で
つ
り
革
に
つ
か
ま
っ

て
立
つ
私
の
隣
に
40
歳
前

後
の
白
杖
の
男
性
が
並
ん

だ
。
前
の
席
が
空
い
て
い

る
。
迷
っ
た
が
「
座
り
ま
せ

ん
か
」と
声
を
か
け
た
。「
空

い
て
い
る
の
で
す
か
」
と
聞

く
様
子
に
全
く
見
え
な
い

こ
と
を
知
る
。

　
「
目
の
前
の
席
が
空
い
て

ま
す
よ
」
と
私
。
す
る
と
彼

は
手
探
り
で
座
席
を
確
認

す
る
。
だ
が
す
ぐ
に
は
座
ら

ず
、「
座
ら
な
い
の
で
す
か
」

と
私
に
問
い
、「
ど
う
ぞ
」

と
言
う
と
よ
う
や
く
座
っ

た
。

　

彼
は
優
先
を
主
張
で
き

る
の
に
、
私
に
気
を
配
る
紳

士
だ
っ
た
。
そ
れ
に
比
べ
、

お
っ
く
う
に
思
い
な
が
ら
、

い
い
人
ぶ
っ
て
声
を
か
け
、

あ
ろ
う
こ
と
か
「
目
の
前
の

席
」
と
言
っ
た
私
。
気
遣
い

が
あ
れ
ば
、手
を
取
っ
て「
こ

の
席
に
ど
う
ぞ
」
と
言
え
た

だ
ろ
う
に
。
論
語
を
持
ち

出
す
ま
で
も
な
く
誠
実
さ

に
欠
け
る
わ
が
身
を
恥
じ

た
。

　

年
の
瀬
、
電
車
な
ど
に

乗
る
と
心
の
痛
み
と
と
も
に

思
い
出
す
。
思
い
や
り
の
心

を
大
切
に
す
る
一
年
に
し
た

い
。
新
年
に
誓
う
。

思いやりの心大切に
菊地　真由美さん（59歳・主婦）＝札幌市

　

２
年
半
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ

禍
で
、
私
た
ち
観
光
業
は

大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
し

た
。そ
れ
も
今
よ
う
や
く
、

収
束
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

  

お
か
げ
さ
ま
で
支
笏
湖
観

光
も
少
し
ず
つ
回
復
し
、

今
年
の
夏
か
ら
韓
国
や
台

湾
を
は
じ
め
、
海
外
の
お

客
さ
ま
が
多
く
お
越
し
に

な
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

国
内
旅
行
の
需
要
も
高

ま
り
、
当
地
に
も
レ
ン
タ

カ
ー
だ
け
で
な
く
、
観
光

バ
ス
の
ツ
ア
ー
も
目
立
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

観
光
ス
タ
イ
ル
は
大
き

く
変
化
し
、
受
け
入
れ
る

ホ
テ
ル
も
フ
ロ
ン
ト
で
の
受

け
付
け
や
食
事
な
ど
で
非

接
触
を
意
識
し
た
対
策
を

取
り
入
れ
、
お
客
さ
ま
に

安
全
安
心
を
提
供
す
る
工

夫
も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

支
笏
湖
は
２
０
２
２
年

３
月
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー

ク
に
登
録
さ
れ
、
脱
炭
素

化
を
目
指
す
と
と
も
に
、

脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
も
含
め

て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
持
続

可
能
）
な
観
光
地
づ
く
り

を
実
現
し
よ
う
と
地
域
全

体
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

年
明
け
１
月
27
日
か
ら

始
ま
る
第
46
回
支
笏
湖
氷

濤
（
ひ
ょ
う
と
う
）
ま
つ

り
も
た
く
さ
ん
の
お
客
さ

ま
に
来
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
読
者
の
皆
さ

ま
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

新たな観光地目指して
佐々木　義朗さん（60歳・支笏湖温泉旅館組合長）＝千歳市

毎月、第 2、4週に掲載。地域の
課題や出来事、まちの話題などの
ほか、毎月決まったテーマでの投稿
や、身近な題材で自由に書いていた
だくエッセーを紹介します。

　
お
正
月
が
近
く
な
る
と

思
い
出
す
。

　
親
戚
が
集
ま
る
と
よ
く

年
の
話
に
な
っ
た
。
兄
と

仲
の
良
か
っ
た
い
と
こ
が

12
歳
違
い
で
同
じ
う
年
。

「
俺
た
ち
は
虎
と
竜
に
挟

ま
れ
た
ウ
サ
ギ
だ
か
ら
、

弱
い
運
命
な
ん
だ
よ
な

あ
」と
い
つ
も
言
っ
て
い
た
。

　
父
と
、
母
の
妹
が
や
は

り
一
回
り
違
い
で
同
じ
い

年
だ
っ
た
。
夫
を
連
れ
て

行
っ
た
ら
、
な
ん
と
イ
ノ

シ
シ
が
３
頭
に
な
っ
た
。

「
よ
く
集
ま
っ
た
も
の
だ

ね
え
」
と
笑
い
合
っ
た
。

　
だ
が
、
こ
う
し
た
話
が

始
ま
る
と
心
の
中
で
「
だ

か
ら
何
な
ん
だ
」
と
正
直

退
屈
し
て
い
た
。

　
私
は
、
占
い
よ
り
科
学

を
信
じ
て
い
る
。
口
に
は

し
な
か
っ
た
が
「
生
ま
れ

た
年
で
性
格
だ
の
運
命

だ
の
が
決
ま
る
わ
け
が
な

い
」
と
思
っ
て
い
た
。

　
そ
れ
に
、
た
つ
年
の
妹

の
私
は
、
い
つ
も
年
子
の

兄
に
泣
か
さ
れ
て
い
た
。

子
供
の
こ
ろ
か
ら
勝
つ
の

は
年
長
者
の
兄
で
、
負
け

る
の
は
妹
の
役
割
だ
っ
た
。　
　

　
仲
違
い
や
ら
死
別
や
ら

で
会
え
な
く
な
っ
て
何
年

に
も
な
る
。
今
に
な
っ
て

思
う
。
こ
う
な
る
前
に
、

え
と
の
巡
り
に
つ
い
て

も
っ
と
楽
し
め
ば
よ
か
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

正月談義
白取　有加さん（59歳・会社員）＝恵庭市

テーマ投稿「えと」

せ
お
と

〈
エ
ッ
セ
ー
〉

〒066-0073
千歳市北斗4丁目13-20
株式会社メディアコム
ちゃんと編集部「あしたの風」　宛

郵 便

0123-27-4911FAX

ashitanokaze@chanto.biz

Ｅメール

宛先

原稿には手を加えさせていただくこと
があります。一般、テーマ投稿、エッセー
とも文章は４００字程度で、未発表の
原稿に限ります。年齢制限はありませ
ん。ペンネームは使用可。受け付けは
郵便、Ｅメール、ファクスで。いずれ
も郵便番号、住所、氏名、年齢、職業、
電話番号の明記を。採否のお問い合わ
せはご遠慮ください。採用された方に
は薄謝をお届けします。

投稿のきまり

★２月のテーマは「贈り物」。
締め切りは２月13日（火）。
２月のバレンタインデー、３月の
ホワイトデーにちなんで、贈り物
にまつわる話をお寄せください。
※ テーマ「えと」に多くの投稿をいた
だき、１月も続けて紹介します。

シニア向けポータルサイト

恵庭市役所介護福祉課　電話 0123-33-3131（内線1209・1246）
http://wellness-e.jp/

終活セミナーを開催します。
考えてみませんか？これからのこと

　終活とは、「人生の終わりについて考える活動」のことで、自分の人生観や
半生を綴ったりする活動のことです。老後の不安を解消していきいきと暮ら
すため、また遺された家族の負担を減らすため、今、積極的に取り組む方が増
えています。
　下記の日程で終活セミナーを開催いたします。事前申込は不要です。ご興
味のあるテーマにぜひご参加ください！

▽問い合わせ先▽
恵庭市介護福祉課　相談認定担当（電話 0123-33-3131内線:1222）

　大事な家族が旅立ち悲しみの中にいる家族が葬儀のことを考えることは、
実は大変な作業です。元気なうちに、自分の見送りについて考えてみませんか？

令和6年1月25日（木）14:00～　恵み野憩の家
知っておきたい葬儀のあれこれ

講師: 香華殿恵庭斎場　平川　将太 様

　人生会議とは、もしもの時にあなたが望む医療やケアについて前もって考え、
家族等や医療・ケアチームと繰り返し話し合い、共有する取り組みのことです。

令和6年1月16日（火）14:00～　恵み野憩の家
ご存じですか？人生会議

講師:恵庭市在宅医療・介護連携支援センターりんく　甲斐　昌恵 様

　遺された家族が直面する最も大きな問題が残された財産についてです。ご自分の
意志を示し、家族の負担を軽減するために遺言や相続の基礎知識をお伝えします。

令和6年1月30日（火）14:00～　恵み野憩の家
遺言や相続の基礎知識

講師: 明治安田生命　篠原　隆仁 様

参 加
無 料

千歳市では、「高齢者、障がい者、健康、自殺、食育」に関する計画の策定作業
を進めています。来年４月からの５部門の計画発足に向け、皆さんの意見を聞く
「パブリックコメント」を実施します。

  ①の計画       ： 千歳市高齢者支援課高齢福祉係
電話　２４－０２９５

               ②の計画       ： 千歳市障がい者支援課障がい福祉係
電話　２４－０３２７

               ③～⑤の計画： 千歳市健康づくり課主査（保健調整担当）
電話　２４－０７６８

千歳市高齢者支援課・障がい者支援課・健康づくり課からのお知らせ

問合せ

千歳市保健福祉部門の５つの千歳市保健福祉部門の５つの
計画について、ご意見を募集します。計画について、ご意見を募集します。

1.計画種類1.計画種類
①千歳市高齢者福祉計画・第９期千歳市介護保険事業計画（素案）
②千歳市障がい者計画・第７期千歳市障がい福祉計画・第３期千歳市障がい児福祉計画（素案）
③第３次千歳市健康づくり計画（素案）
④第４次千歳市食育推進計画（素案）
⑤第２次千歳市生きるを支える自殺対策計画（素案）

2.計画素案の公表場所2.計画素案の公表場所
市役所、支所・コミュニティセンターなどの公共施設、市のホームページ

3.募集期間3.募集期間
令和５年12月18日（月）～令和６年１月19日（金）

4.意見の提出方法4.意見の提出方法
各公表場所及び市のホームページにあります意見書（市指定用紙）にご意見、必要事項を記入
の上、次のいずれかの方法で提出してください。

(1)  公表場所に設置している意見箱に投函
(2)   郵送　※郵送の場合、令和６年１月19日までの消印有効
【提出先】  〒066-8686 千歳市東雲町２丁目３４番地

①の計画：千歳市高齢者支援課高齢福祉係
②の計画：千歳市障がい者支援課障がい福祉係
③～⑤の計画：千歳市健康づくり課主査（保健調整担当）

(3)   FAX         ①の計画：２３－６７００
②の計画：２３－６７００
③～⑤の計画：２４－８４１８

(4)   メール      ①の計画：koreishien@city.chitose.lg.jp
②の計画：shogaishien@city.chitose.lg.jp
③～⑤の計画：kenkozukuri@city.chitose.lg.jp


